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かつてこの地に置かれた都「長岡京」が「平安京」へ遷都されることとなった理由のひ
とつが、水害だったと言われています。
昭和の初期から中期には、長岡京市が幾度となく水害に見舞われた記録が残されており、
昭和28年（1953年）には市内を流れる小畑川が決壊する被害もありました。
写真では、昭和 34 年（1959 年）の伊勢湾台風による被害で浸水した現在のガラシャ
通りを、舟で移動する住民の様子が確認できます。
近年、河川の堤防や雨水対策施設の整備が進み、長岡京市では幸いにして大きな水害は
発生していませんが、全国各地では、これまで経験したことのない豪雨による被害が毎年
のように発生しています。次は、長岡京市で起こるかもしれません。このハザードマップ
を活用し、いざというときの備えを万全にしましょう。 現在のガラシャ通り

昭和34年（1959年）伊勢湾台風　による被災当時のガラシャ通り（須田晃弘氏寄贈写真）

長岡京市と水害
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